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行 政 報 告

平成２０年福島町議会第１回定例会にご参集をいただき誠にありがとうございます。

それでは、１２月２０日開催の平成１９年第４回定例議会以後の行政報告を申し上げます。

なお、この間の諸行事等の報告については、別紙に印刷のうえ、皆様のお手元に配布して

おりますのでご了承願います。

はじめに

★ 福島町空き家バンク制度の創設について

福島町内における空き家の有効活用を図るため、当町への移住希望者などに空き家情報を提供

することで、定住の促進と地域の活性化を目的とした「福島町空き家バンク制度要綱」を２月１

５日に公布しております。

本制度について、広報紙や各戸配布などによる周知を図ると共に、空き家の賃貸や売却を希望

する物件の登録などの対応に努めてまいります。

★ Ｅ・Ｏ（イージーオーダー）説明会の開催について

観光の波及効果や広域多分野の連携などについて、北海道経財産業局や渡島支庁の担当者によ

る地域密着型の観光振興に向けた『 Ｅ
ｲｰｼﾞｰ

・ Ｏ
ｵｰﾀﾞｰ

説明会』が、２月１７日に青函トンネル記念館にお

いて開催されました。

当日は、当町の観光協会や商工関係者をはじめとして、近隣町などからの参加もあり、予定を

越える６０名余りの方が各地域での観光施策やその取り組み事例などに対し、熱心に聞入る姿が

見られました。

今回の説明会が、町内はもとより地域連携による観光振興などに役立つことを期待する次第で

あります。

★ 職員の公用車運転中の事故について

去る１月９日、福島峠において、農林グループ参事が運転する公用車による交通事故が発生し、

参事が負傷いたしましたが、幸い１週間程度の入院で済み、頚椎捻挫などの症状で現在も通院は

続けているものの、大事に至らなかったことを安堵しております。

事故の概要は、福島トンネルの福島側出口より３００ｍくらい手前の国道で、函館市在住の自

営業者が運転するワゴン車が下り坂でスリップし、対向車線にはみ出して来たため、千軒方面に

向かっていた公用車と正面から衝突したものであります。

なお、過失割合は相手側に１００％あるということで、車輌の修理費及び治療費などは、相手

側保険で対応することとなっており、公用車に関する和解契約につきましては、修理もすでに終

了し、締結を終えたことから本議会に専決処分事案として、ご報告することとしております。



２

★ 吉岡温泉改修工事について

吉岡温泉浴室天井改修工事につきましては、１２月定例会において予算補正を行い、１月１７

日に工事を発注しておりましたが、２月中に改修工事を終えることができました。

２月１日より 1 ヶ月間の臨時休業中、温泉利用者の皆様にご迷惑をおかけいたしましたことに

対し、この場をお借りしてお詫びを申し上げる次第であります。

★ 健康づくり研修会の開催について

１月１６日に青函トンネル記念館において、『健康づくり研修会』が開催されました。

「北海道の健康づくりと運動～すこやか北海道２１から学ぶ」と題して、北海道大学教授の川
かわ

初
はつ

清典氏が北国の冬の健康運動に関して講演を行い、どこでも簡単に出来るウォーキングやノル

ディックウォーキングの効果などを実演し、会場に詰め掛けた約１００人の方が真剣に耳を傾け

て、健康運動の重要性を再確認していました。

★ 福祉灯油助成事業の給付について

１２月定例会で予算補正をいただきました、福祉灯油助成事業の状況がまとまりましたので、

ご報告いたします。

申請のあった３０８件を審査した結果、全員に給付することが決まりましたので、地区の民生

委員を通じて各家庭へ給油券を配布し、２月中に給油を終えております。

★ 漁業協同組合の取扱高について

昨年の漁獲取扱高は、管外の水揚げを含め２４億１，４２８万円と、前年より３億６４万円の

増で終了したとの報告を受けております。

鮮魚のヤリイカ・ウニ・マグロ漁については、前年より２億２，６３４万円の増とのことであ

り、養殖昆布についても、価格が高値で推移したこともあって、前年より２，１２８万円増の６

億８，０９７万円の取扱いがあったとのことでありますが、今年も、これから本格的に始まる春

漁に大いに期待しております。

★ 吉岡験潮所の廃止について

去る１月１５日に、第一管区海上保安本部より、３月３１日をもって吉岡漁港内にある験潮所

の業務を廃止するとの通知がありましたのでお知らせいたします。なお、建物の解体については、

未定とのことであります。

★ 治山事業について

道発注の治山工事のうち、日の出地区復旧治山工事と豊浜地区の雪崩防止柵設置工事及び松

浦・吉野地区の落石防止柵補修工事は、工期内完成を目指して現在施行中であります。

★ 建設事業について

北海道が事業主体であります豊浜地区急傾斜地崩壊防止工事及び千軒地区知内川上流砂防工

事・福島川堆積土砂除去工事（吉田橋周辺）につきましては、現在施工中とのことであります。
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福島川改修事業につきましては、函館開発建設部において吉田橋架換えのための橋梁予備設計

と地質調査を実施中であります。

また、函館土木現業所においても、町道みどり町線の現況調査及び吉田橋周辺の用地確定測量

を実施中とのことであります。

★ 白符小学校の閉校式について

去る２月１７日、１２５年の歴史と伝統を持つ白符小学校の閉校式典が、地域の方々をはじめ、

同窓生、ご来賓等、多くの方々のご臨席を賜り挙行されました。

今後は、福島小学校へ通学する児童の対応に万全を期すとともに、町内会等の協力を得ながら

校舎の利活用を図ってまいります。

以上で、平成１９年第４回定例議会以後の行政報告を終わります。


